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研究成果の概要（和文）： 

 日本列島の島嶼部を中心に分布する陸鳥類の 14 分類群（19 種）について、異所的な集団の
種分化と種分類に関する研究を DNA 分析、形態学的分析、およびさえずりの音声分析を含む
生態学的分析によっておこなった。日本列島の島嶼部を中心とした陸鳥の集団構造や種分化が
極めて多様なことが示された。つまり、遺伝的な分析からは、南西諸島の地史を直接に反映し
た集団構造は陸鳥類では全くみられず、集団の分化のパターンが種によって大きく異なること
がわかった。遺伝的に大きく分化している地理的境界線の位置も種によって異なるし、遺伝的
分化の程度も分化の年代も種によって大きく異なることが示唆された。また、形態的分化や生
態的分化の程度も種によって異なり、それらは必ずしも遺伝的分化の程度と相関しないことが
推測された。近縁種の存否がさえずりの進化に影響する、すなわちさえずりの形質置換があっ
たり、人為的環境の改変への適応が行動を通して形態的適応進化を促進したりすることがわか
った。また、リュウキュウコノハズクやキビタキなど多数の種で亜種分類の見直しの必要性が
示唆され、ウチヤマセンニュウなどいくつかの種では種分類の見直しの必要性が示唆された。
今回の研究期間ではっきりと種・亜種分類の見直しの検討が出来たのはメボソムシクイ類とコ
トラツグミのみであったので、それ以外の見直しは今後の課題として残された。 

研究成果の概要（英文）： 

Researches on speciation and species classification of allopatric populations of 14 land bird 

taxa (19 species) were conducted through DNA analyses, morphological analyses and 

ecological analyses including vocal analysis of songs. As the results, extremely various 

patterns of the population structure and speciation of land birds in and around the 

Japanese Archipelago were found. That is to say, molecular analyses suggested that the 

population structures of land bird species discord with the geological history of the Ryukyu 

Islands, and extremely various patterns of population differentiations at every species are 

found. Locations of geographical boundary line are various in each species as well as the 

degree of genetic differentiation and the age of population division. Furthermore, the 

degree of morphological division and ecological division are also various and they are not 

concordant with that of genetic division all time. Evolution of songs may be influenced from 

coexistence or not of the related species, namely it is ‘character displacement’ of songs. 

Morphological adaptive evolution may be accelerated from the adaptive behavior to 

artificial environmental change, cultivation of nearly whole an islet. We suggested the need 

of reinvestigation to revision of subspecies in several species, e.g. Ryukyu Scops Owl Otus 
elegans and Narcissus Flycatcher Ficedula narcissina, and even to revision of species in 

some species, e.g. Taczanowski’s Grasshopper Warbler Locustella pleskei and Brown-eared 

Bulbul Hypsipetes amaurotis. We have finished revision of species and subspecies only in 

Arctic Warbler Phylloscopus borealis and White’s Thrush Zoothera dauma in the period of 

this research project, thus the other revisions remain to future studies.  
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１．研究開始当初の背景 

（１）今日の分類学が基礎を置いている BSC

の弱点の一つは異所的集団の取り扱いの困
難さにある。BSC では、同所的集団が遺伝的
融合を起こさない場合、各集団を別種として
扱うが、異所的集団については別種か別亜種
かを分類学者がある程度主観的に判断して
きた。形態学的、生態学的、分子生物学的諸
研究から総合的に見て、2 つの異所的集団が
自然接触をしたときに両集団が交じり合う
と推測されるほど似ているか、あるいは集団
が接触をしても何らかの生殖隔離によって
各集団が維持されると推測されるほど異な
るかを判断する。しかしながら、実際にはこ
れまで生態学的研究や分子生物学的研究が
進んでいる種はごく一部であり、主に形態学
的研究を判断材料とせざるを得なかった。他
方、一断片の DNA 配列から種を同定するた
めの「DNA バーコード」が国際プロジェク
トとして進められ、鳥類や魚類など特定の分
類群については全世界の種の網羅的な「DNA

バーコード」の完成が時間の問題となってい
る。形態学に取って代わり、網羅的かつ定量
的という優位性のために DNA の違いが種を
分けるか否かの判断の主要な根拠となる時
代が迫っている。総合的な研究の進展なしに
は種の境界は DNA バーコードの結果によっ
て線引きされることになる。 

 

（２）鳥類の DNA バーコードは 2010 年に
世界の全種の配列登録を完了させることを
目標に、日本でも国立科学博物館と山階鳥類
研究所が中心となって進めている。動物共通
のターゲット領域（ミトコンドリア COI 領
域）において、北米大陸の鳥では、種内変異
が 2％以内で、種間の違いは 2％以上である
ことがわかり、その結果、異所的な 2 集団を
別亜種とするか別種とするかは、COI 配列の
違いの 2％を基準に判断できると考える機運
が高まっている（Hebert et al. 2004）。とこ

ろが極東アジア地域の鳥類では亜種間でも
7％もの違いがある種がおり、他方で別種と
されながらも 0.1％の違いしかないものもい
ることがわかった（西海 2006）。この北米と
極東アジアでの食い違いの理由として氷期
の氷河の影響が推測される。北米は欧州と同
様に広く氷河に覆われたため、全ての温帯性
鳥類種において全繁殖集団が数少ない限ら
れた森林域に度々避難し、集団の同所化が繰
り返し起きた結果として、更新世後期には生
殖隔離機構を進化させる時間的余裕が少な
かったと推測される。対して氷河の発達がな
かった極東域では、比較的長期間の隔離集団
ができて、更新世後期に種分化したケースが
ある一方、それとはまったく逆に長期間に渡
る異所性のために明瞭な種分化機構が進化
しなかったケースもあり、多様な種分化の歴
史をもつようになったと推測される。また、
地理的にも島嶼を多く含む極東域では北米
や欧州と違って、特異な環境での小集団の隔
離という急速な進化と種分化を促進する要
因がある。提案されている種の境界の 2％基
準は、比較的単純な種分化を経てきた北米や
欧州の鳥類でほぼ妥当であったとしても、多
様な種分化過程を経てきた世界の多くの地
域の鳥類では、妥当性を欠く。しかし、これ
までの種分類も多くの場合、形態に偏重した
判断がなされており、生態学的研究や行動学
的研究も含めた総合的な研究なしには 2％基
準を反駁することは難しい。 

 

（3）申請者らはこれまで南西諸島等の様々
な鳥類について形態学的、分子生物学的、生
態学的あるいは行動学的研究を個々におこ
ない成果を挙げてきた。しかしながら主に①
各研究者が得意・不得意の分野をもつがため
にこれら全ての分野の研究が各種について
出来ているわけではないこと、②調査地域が
先島諸島やトカラ列島、大東諸島などそれぞ
れに特定の島嶼群に集中していること、③研



究手法や分析遺伝子部位などが異なり種間
の比較ができないこと、という３つの制約の
ために、異所的集団の種分化の様態を比較可
能な形で示し、トータルに捉えることができ
ていない。研究内容と調査範囲を広げること
と統一した研究手法で定量的データをとる
ことによって、個々に行われてきた研究を異
所的集団の種分化研究と種分類学の発展に
つなげることができる。 

 

２．研究の目的 

（１）本研究は日本の島嶼域の代表的な鳥類
種を対象にして、異所的な集団の種分化を総
合的に、また可能な限り定量的に調べること
で異所的な集団の様態の多様性を解明する
ことを目指している。この研究はこれまであ
る意味主観的な分類で良しとされてきた異
所的な集団の分類学的取り扱いについて、初
めて本格的に取り組もうとする極めて野心
的なものである。この研究は異所的集団の分
類について重要な示唆を与え、先鞭を与える
ことが最も主要な目的である。 

 

（２）本研究によって、形態、分子、生態、
音声の異所的集団間の変異がそれぞれ大き
く異なり、また種によっても異なることが示
され、モザイクな種分化が南西諸島周辺では
起こっていることが示されると予想される。
それは鳥類が種によって異なる飛翔力をも
ち、分散力を持つために、地史が集団の歴史
に種ごとに同じように反映されるわけでは
ないからである。この結果は北米と欧州の氷
河が絶大な影響を集団に与えて、均一な種分
化をもたらしたことと対照的である。 

 氷河の影響をあまり受けなかった世界の
大半を占める地域の中では日本は数少ない
先進国であり、最も優れた研究能力を有する
国の一つである。本研究において、形態学的、
生態学的、分子生物学的な総合研究を日本で
進めることで、世界の分類学の発展への大き
な影響を与えることを目指す。 

 

（３）日本鳥学会において日本鳥類目録の改
訂が 2012年～2014年出版予定で進められて
おり、研究代表者と分担研究者の多くは目録
編集委員会の分類委員である。日本鳥類目録
での種の分類は環境省レッドデータブック
で絶滅危惧種を検討する際の分類基準にな
るなど重要な役割をもつが、本研究は鳥類目
録改訂の際の重要な基礎データを提供する。
また 2014 年には 4 年に 1 回開催される国際
鳥類学会議の日本での初めての開催が目指
されている。日本鳥学会の創立 100 周年を記
念したこの２大イベントを通して、異所的集
団研究の学術的面白さや総合的な種分類の
重要性を世界にアピールすることができ、日
本の研究が世界の鳥類種分類学をリードす

ることにつながる。 

 

（４）DNA バーコードは容易に種を同定す
ることや隠蔽種候補を見つけ出すことなど
に貢献する有用な手法であるが、種分類への
安易な適用は種分類学の衰退に繋がりかね
ない面を併せ持っている。DNA バーコード
がもたらす負の側面を回避し、鳥類の種分類
の模範的な研究を進め、種分化と種分類につ
いての成果を示す。 

 

３．研究の方法 

リュウキュウコノハズク、コゲラ、ヒヨド
リ、コマドリ・アカヒゲ、トラツグミ、アカ
ハラ・アカコッコ・シロハラ・マミチャジナ
イ、ウグイス、メボソムシクイ、シマセンニ
ュウ・ウチヤマセンニュウ、キビタキ、ヤマ
ガラ、シジュウカラ、メジロ、ハシブトガラ
スの陸鳥類の 14 分類群（19 種）について次
の研究をおこなう。 
 
（1）形態学的研究 異所的集団間の形態学
的差異について剥製計測と野外調査によっ
て集団内変異との比較で定量化する。１地域
20 個体以上の計測値および色彩の分析をお
こなう。その際、性別を DNA 分析によって確
定し、雌雄別に比較する。色彩は色見本と共
にデジタルカメラで撮影し比較分析する。計
測値は自然翼長、最大翼長、翼差、全頭長、
露出嘴峰長、嘴高、嘴幅、跗蹠長、尾長、全
長、体重について計測する。 
 
（2）分子生物学的研究 COI 領域（DNA バー
コードターゲット領域）の塩基配列を調べて
異所的集団間の差異を絶対量だけでなく、集
団内変異との比較で相対的にも定量化する。
１集団 20 個体以上を分析する。13 分類群を
各 4～5集団、計 60 集団の各 20 個体につい
て、計 1,200 個体（400 個体/年）の分析をお
こなう。DNA 分析は性判別も含めて捕獲個体
から血液を採取して、国立科学博物館または
山階鳥類研究所の実験室に送り分析する。ま
た、必要に応じて、mtDNA の他の領域（Cyt-b
や D-loop）についても分析し、系統地理学的
解析（Nested Clade Phylogeographical 
Analysis）をおこなう。 
 
（3）生態学的研究 繁殖時期や繁殖生態、
採餌生態、生息環境、空間利用などの情報を
集めて比較する。繁殖時期についてはさえず
りやなわばり行動の活性時期、巣材や餌の運
搬行動時期、巣立ち雛の出現時期など観察さ
れる行動からおおよその繁殖時期を推定す
る。可能な範囲での行動観察を通して繁殖生
態や採餌生態、生息環境、空間利用について
も、地域的な特徴の把握に努める。 
 



（4）行動学的研究 さえずりなどの音声を
録音して音響学的分析をおこない、集団内変
異と集団間の差異を相対的に定量化する。１
地域 20 個体以上、1個体当たり 10 バウト以
上のさえずりと地鳴きを録音して分析する。 
 
（5）種の認知についての野外実験 剥製提
示実験とプレイバック実験を併用し、なわば
り防衛に関わる排他的行動など種の認知に
関わる反応が同一集団個体と異所的集団個
体でどの程度違うかを定量化する。 
 
４．研究成果 
（1）MtDNA の分析から約 310 万年前に分かれ
たと推定される姉妹種であるコマドリとア
カヒゲは、両種共に比較的大きな遺伝的分化
を種内に含んでいた。特にアカヒゲは 2亜種
間でバーコード領域に 6％もの種内変異があ
った（図１）。アカヒゲにおける渡り行動や
それへの適応とされる翼の形態（長い初列風
切）との関連はSeki et al. (2007; Mol. Ecol. 
16: 101- 113)で示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1.DNAバーコードによるアカヒゲの種内系
統群 
 
 コマドリは伊豆諸島に分布する亜種タネ
コマドリの中に 2つの mtDNA 分子系統群（バ
ーコード領域で 1％の種内変異）がみられた。
Cyt-b や D-loop を用いたさらに詳しい mtDNA
分析によって、この 2つの系統群は約 110 万
年前頃に分岐した古い起源を有することが
わかった（Seki et al. 2012）。さらに系統
地理学的解析の結果、屋久島の集団は九州本
土の集団との地理的分断が過去に生じたこ
と、種全体として連続的な分布拡大を経てき
たことが示唆され、これまで共に亜種タネコ
マドリとされてきた伊豆諸島と屋久島・種子
島の集団は、異なる起源を有することが示唆
された。亜種の再検討が望まれるが、それは
今後の課題である。 
 
（2）トラツグミは屋久島・種子島以北の日

本列島に分布する亜種トラツグミとバーコ
ード領域で約 3.7％異なる奄美大島のオオト
ラツグミ（図 2）と遺伝的な研究が未だなさ
れていない西表島のコトラツグミの 3亜種か

らなる。 
図 2.DNAバーコードによるトラツグミの種内
系統群 
 コトラツグミはこれまで西表島から 3点の
標本が知られるのみであるが、形態的な分析
から台湾の亜種と分けられた（Nishiumi & 
Morioka 2009）。全身の色の濃さが特徴で、
特に腰の半月状の黒斑が太いことがわかっ
た。しかしながら、3 月〜5 月にかけての 3
度にわたる西表島での調査でもコトラツグ
ミの生息の痕跡は得られなかった。 
 一方、オオトラツグミの営巣環境は林齢の
高い広葉樹林であることがわかり、その要因
として大径木やオオタニワタリなどの営巣
木と併せてミミズや節足動物などの餌が豊
富なことが重要であることがわかった（水田
2010，2011）。温帯性の亜種トラツグミと比
較的似た営巣環境や餌であることが示唆さ
れた。ただし、鳴き声の違いは大きく、さえ
ずりのピークも明け方で、トラツグミのよう
に夜間のさえずりは多くない。 
 
（3）ヤマガラはバーコード領域の DNA 分析
の結果、西表島のオリイヤマガラは 2％を越
える遺伝的差異が沖縄本島以北のヤマガラ
の諸亜種との間にあることがわかった（図 3）。
トカラ列島の集団はどの亜種に属するのか
はっきりとわかっていなかったが、アマミヤ
マガラの系統群に属することがわかった（図
3，Saitoh et al. 準備中）。屋久島のヤクシ
マヤマガラ、伊豆諸島南部のオーストンヤマ
ガラ、伊豆諸島北部のナミエヤマガラ、九州
以北の亜種ヤマガラの 4つの亜種はバーコー
ド領域に全く変異がないことがわかった。こ
のことは最終氷期以降に分布を広げ、急速に
亜種分化を起こしたことを示唆するもので
ある（Saitoh et al. 準備中） 



図 3.DNAバーコードによるヤマガラの種内系
統群 
  
（4）シジュウカラはヤマガラ程は種内の遺
伝的な分岐が大きくはないが、系統パターン
としてはやや似通ったものがあり、石垣島・
西表島のイシガキシジュウカラが沖縄以北
の集団と比較的大きく異なっている（図 4）。
ヤマガラと違うのはイシガキシジュウカラ
と奄美諸島以北の集団との分岐の間に沖縄
本島のオキナワシジュウカラが位置するこ
とである（図 4）。ユーラシア大陸に広く分布
するシジュウカラを 3種に分けようという動
きも世界の分類学者の一部に見られ、その場
合、亜種シジュウカラとイシガキシジュウカ
ラが種レベルで分けられることになるが、オ
キナワシジュウカラの位置づけは遺伝的な
結果からは判断できず、形態や音声の分析が
求められる。 

図4.シジュウカラのDNAバーコード種内系統
群 
 
 南西諸島を中心としたヤマガラとシジュ
ウカラの音声分析によって、両種が同所的に
見られる島では両種のさえずりが明確に異
なるが、一方の種しかいない島では曖昧なさ
えずりをおこなっていることがわかった（濱
尾 2009）。形質置換が形態だけでなく声でも
起こることを示したもので、音声実験による
雄の反応を調べることで種認知を通しての
種分化との関わりの研究につながっている。 

 
（5）リュウキュウコノハズクははっきりと
した 2つの種内系統群からなることがバーコ
ード領域の分析からわかったが、大東島のダ
イトウコノハズクとそれ以外の琉球諸島に
分布する亜種リュウキュウコノハズクの 2亜
種の分布とは一致しないことがわかった（図
5） 

図 5.DNAバーコードによるリュウキュウコノ
ハズクの種内系統群 
 リュウキュウコノハズクの分布域全体に
渡る音声分析の結果から声の特徴によるク
ラスターが遺伝的な系統群の分布と一致す
ることがわかった（Takagi 2011）。本種も亜
種分布の再検討を要する候補の一つと言え
る。今後，形態を含む詳細な分析が求められ
る。 
 
（6）キビタキは亜種キビタキとリュウキュ
ウキビタキの 2 亜種に分けられるが、バーコ
ード領域の塩基配列分析の結果、リュウキュ
ウキビタキとされる屋久島と種子島の集団
が分子系統では亜種キビタキに近いことが
わかった（図 6）。また、若鳥の胸の黄色のパ
ターンの違いなどから奄美諸島以南のリュ
ウキュウキビタキと区別が可能であり、屋久
島・種子島の集団は別亜種と見なすことがで
きる可能性があることがわかった（西海，準
備中）。 

図 6. キビタキの DNA バーコード種内系統群 
 
（7）ウグイスはバーコード領域で 0.7％ほど



の分岐がチョウセンウグイスとの間にみら
れるが、日本列島内の集団の分岐は比較的小
さなものにとどまっていた。ただ、小笠原に
分布するハシナガウグイスと沖縄に分布す
るダイトウウグイスが遺伝的に近い系統群
を形成していることは、鳥類では極めて例外
的なことである（図７）。伊豆諸島や南西諸
島など島のウグイスのさえずりが単純であ
り、島での性淘汰圧の弱さが関係していそう
なことが予測された（濱尾 2010）。 

図 7.ウグイスの DNA バーコード種内系統群 
 
（8）メジロは亜種分化を示す多形種ではあ
るがバーコード領域において地理的な分岐
をほとんど示さず、唯一、イオウジマメジロ
とシチトウメジロの 2亜種が持ち込まれて野
生化したとされる小笠原のメジロの一部の
みが、0.8％ほどの中程度の遺伝的分岐を示
した（図 8）。 

図 8.メジロの DNA バーコード種内系統群 
 この分岐した系統群はイオウジマメジロ
のハプロタイプではないかと推測されるが、
形態的には脇腹に赤褐色味が見られ、これは
多くのメジロの日本産亜種と共通する特徴
で、リュウキュウメジロとダイトウメジロの
みが灰褐色の脇腹をしていて、台湾や中国の
メジロと共通している。イオウジマメジロは
日本列島にメジロが広がる前に入ってきた
遺存的集団の可能性もあり、さらなる分析が
必要である。 
 
（9）ヒヨドリは鳥類種の中でも極めて例外

的に、バーコード領域の分子系統群が複雑な
地理的分布を示すことがわかった。亜種リュ
ウキュウヒヨドリとアマミヒヨドリは他の
亜種と 3％前後もの大きな分岐を示しながら、
地理的には亜種ヒヨドリとタイワンヒヨド
リ、イシガキヒヨドリの中間に位置している。 

図 9.ヒヨドリの DNA バーコード種内系統群 
 
形態分析からは、リュウキュウ・アマミヒ

ヨドリは小型で、嘴が相対的に大きいという
特徴を有するが、色彩は北東の亜種ヒヨドリ
から南西のタイワンヒヨドリまで傾斜状に
徐々に黒色・褐色味が強まる（頬の茶色の斑
は大型化する）ことがわかった。沖縄諸島と
奄美諸島には冬には北方からの亜種ヒヨド
リが多数、越冬個体として同所的に生息して
いる。現在までのところ、この地域で繁殖す
る個体のハプロタイプは全て特有の系統群
に限られているので、交雑は長期間において
全く起こっていない可能性がある。リュウキ
ュウヒヨドリ・アマミヒヨドリが他のヒヨド
リの亜種と別種である可能性をより詳細に
調べる必要がある。リュウキュウヒヨドリと
アマミヒヨドリの遺存性についても同時に
調べる価値がある。 
 
（10）メボソムシクイについてはバーコード
領域で 3-5％の大きな分岐が 3 つの系統群の
間で見られた。これら 3系統群は分布もさえ
ずりも大きく異なり、形態においても計測値
の多変量解析によって識別可能で、さえずり
も各系統群間で明確に異なることが示唆さ
れるなど、別種として扱うこと 

 

オオムシクイ!
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図 10. 3 種に分けられたメボソムシクイ種群
の繁殖分布域 
 

図 11.さえずりのソナグラム 
(a)(b)コムシクイ、(c)オオムシクイ、(d)メ
ボソムシクイの 3種間でさえずりが大きく異
なることがわかる。 
 
が妥当であることが判明した（図 10＆11，
Saitoh et al. 2010,Alström et al. 2011，
齋藤ほか 2012）。 
 
（11）コゲラは北は北海道のエゾコゲラから
南は西表島のオリイコゲラまで日本列島だ
けで 9亜種にも分化しながらも、遺伝的には
バーコード領域で最大でも 0.8％しか種内変
異がないことがわかった。急速な亜種分化が
生じたことが示唆された。ただ、その中でも
特にオリイコゲラは他の亜種と比べて分岐
が相対的に大きかった。 
 
（12）シロハラ上種はマミチャジナイ、シロ
ハラ、アカハラ、アカコッコの 4種からなる

図12. シロハラ上種を構成する4種の繁殖地
分布（左）とバーコード領域のネットワーク
樹（右） 
が、遺伝的には極めて近く、特にアカハラと
アカコッコがそれぞれ優占するハプロタイ
プは 650 塩基中 1塩基の違いしかないことが
わかった（図 12）。 
 
（13）ウチヤマセンニュウとシマセンニュウ
は日本周辺の島嶼部とオホーツク海沿岸に
繁殖分布する姉妹種で、上種を形成する。こ
の上種はバーコード領域で 0.6％ほどの違い
を有するのみである。さらに Cyt-b 領域など
も含めて分析したところ、両種は入れ子状の
系統関係にあることが判明した（図 13）。 

図 13. シマセンニュウ上種の繁殖分布と系
統樹 
 
 さらに系統地理学的解析の結果、日本海
（ロシアのピョートル大帝湾の島嶼と韓国
の鬱陵島）のウチヤマセンニュウは異所的分
断を経ており、伊豆諸島から韓国南部の島嶼
の集団は継続的な分布拡大をしてきたこと
が示唆された。ウチヤマセンニュウの両集団
はこれまで同一亜種とみなされてきたが、遺
伝的な差異が大きく、形態学的にも異なり、
少なくとも別亜種であることが判明した。 
 
（14）ハシブトガラスは日本では北海道以南
の亜種ハシブトガラスから八重山諸島のオ
サハシブトガラスまでサイズの地域変異が
大きいことが知られている。バーコード領域
では最大 1％程度の種内変異を示す。八重山
諸島のオサハシブトガラスの生息環境が森
林から農耕地に変化するに伴って近年（約
900 年で）起こったと思われる採餌行動の変
化が、頭骨形態も含めた進化につながってい
ることが示唆され、知能の高い（行動の柔軟
性の高い）グループほど進化や種分化の速度
が速くなるという「進化の行動駆動仮説」に
沿った進化が見られることがわかった（山崎
2011）。 
 
（15）以上の結果は、日本列島の島嶼部を中
心とした陸鳥の集団分化や種分化が極めて
多様なことを示している。つまり、遺伝的な
分析からは、特に両生類などで顕著に見られ
るような直接的に地史を反映した集団分化



は陸鳥類では全くみられず、集団の分化のパ
ターンが種によって大きく異なることがわ
かった。遺伝的に大きく分化している地理的
境界線の位置も種によって異なるし、遺伝的
分化の程度も分化の年代も種によって大き
く異なることが示唆された。また、形態的分
化や生態的分化の程度も種によって異なり、
それらは必ずしも遺伝的分化の程度と相関
しないことが推測された。また、多数の種で
亜種分類の見直しの必要性が示唆され、いく
つかの種では種分類の見直しの必要性が示
唆された。今回の研究期間ではっきりと種・
亜種分類の見直しの検討が出来たのはメボ
ソムシクイ類とコトラツグミのみであった
ので、それ以外は今後の課題として残された。 
 
（16）3 年間の研究期間において以上の研究
結果を得て、その都度、国内外での学会発表
や学術雑誌への投稿などをおこなってきた
が、特に 2011 年 9 月の日本鳥学会大会では
公開シンポジウム「鳥の種分化と種分類：日
本列島の鳥の系統学からの発展」を本研究代
表者と分担者の高木が企画者となり、5 つの
演題のうち 3つを本研究代表者と分担者が担
うことで、本プロジェクトの成果を広く発表
した。さらにその公開シンポジウムの講演内
容を総説として日本鳥学会誌第 61 巻第 2 号
（2012 年 10 月発行予定）の特集にまとめる
予定ですでに原稿を書き上げて査読中であ
る。また、メボソムシクイが 3種に分けられ
ることが判明したという成果はプレス発表
がおこなわれ、朝日新聞としんぶん赤旗でも
取り上げられた。 
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